
明
治
一
―
―
十
年
八
月

制

服

改

正

こ
の
件
に
つ
い
て
は
年
報
そ
の
他
学
校
当
局
作
成
文
書
中
に
記
載
が
な
い

が
、

大
村
西
崖
主
宰
の
『
美
術
評
論
』
第
一
号
（
三
十
年
十
一
月
）
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
動
〕

0
東
京
美
術
学
校
に
て
は
、
制
服
の
常
時
に
不
便
な
る
を
以
て
、
着
用
を
属

行
し
難
き
が
為
に
、
そ
を
た
ゞ
證
服
と
な
し
、
こ
の
ご
ろ
別
に
一
種
の
略
章

を
制
し
て
、
常
に
は
こ
れ
を
職
員
及
生
徒
に
着
け
し
む
と
い
ふ
。
そ
の
形
は

と
こ
ろ
人
＼
蛹
結
び
に
し
た
る
紐
に
て
、
昔
の
冠
に
付
け
た
る
日
陰
の
か
つ

ら
よ
り
案
出
し
た
る
も
の
な
る
よ
し
。
職
員
の
は
紫
に
て
二
條
、
生
徒
の
は

青
に
て
一
條
。
右
の
肩
よ
り
前
後
に
垂
れ
て
、
下
端
は
こ
れ
を
結
び
若
く
は

こ
れ
を
帯
に
挿
む
。

西
洋
画
科
設
置
以
後
、
校
内
の
空
気
は
従
来
の
制
服
、
制
帽
と
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
と
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
改
正
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
岡
倉
校
長
の
辞
職
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
、
三

十
一
年
七
月
十
五
日
に
は
制
服
、
制
帽
の
全
面
的
改
正
が
行
わ
れ
る
。

③
 

日
本
絵
画
協
会
第
二
回
、
第
三
回
共
進
会

明
治
三
十
年
三
月
十
五
日
か
ら
翌
月
三
十
日
ま
で
上
野
公
園
竹
の
台
の
旧
博

覧
会
第
五
号
館
で
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。
既
述
(
3
3
6

頁
）
の
よ
う
に
、
今
回
は
日
本
画
革
新
派
の
み
の
出
品
と
な
り
、

同
会
の
本
来

の
趣
旨
が
明
確
に
示
さ
れ
た
展
覧
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
六
日
に
褒
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
、
下
村
観
山
「
光
明
皇
后
」
（
銀
牌
第

一
席）
、
菱
田
春
草
「
拍

華
微
笑
」
（
同
第
二
席）
、
竹
内
棲
鳳
「
廃
園
春
色
」
（
同
第
一
―
―
席
）
が
高
位
入
賞

し
、
西
郷
孤
月
「
四
季
花
鳥
」
の
う
ち
「
春
」、

横
山
大
観
「
無
我
」
、
本
多
天

城
「
蘇
武
」
、
寺
崎
広
業
「
昭
君
怨
」
、

川
合
玉
堂
「
孟
母
断
機
」
、
山
田
敬
中

「
美
音
」
、
尾
形
月
耕
「
武
将
詠
花
」
、
小
堀
靭
音
「
武
士
」、

今
尾
景
年
「
猫
」
、

野
村
文
挙
「
嵐
山
風
雨
」
が
銅
牌
を
授
与
さ
れ
た
。

次
い
で
同
年
十
月
二
十
五
日
よ
り
十
二
月
七
日
ま
で
同
所
で
第
三
回
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
二
十
六
日
に
褒
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
て
、
下
村
観
山

「
嗣
信
最
期
」
（
特
別
銀
牌
）
、

小
堀
鞘
音
「
常
世
」
（
銀
牌
）
、

寺
崎
広
業
「
菊
」

（
同
）
が
高
位
入
賞
し
、
川
合
玉
堂
「
家
鴨
」
、
山
田
敬
中
「
平
和
」
、
大
出
東
皐

「
菊
花
争
雀
」
、
本
多
天
城
「
羅
浮
」
、
竹
内
棲
鳳
「
枯
野
」、

横
山
大
観
「
聴
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